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業
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辞 

 

本
日
、
名
門
三
中
生
、
一
人
ひ
と
り
が
大
き
く
成
長 

し
、
元
気
に
終
業
式
を
む
か
え
ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も 

嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
二
学
期
、 

百
二
十
日
間
で
し
た
。
勉
強
や
部
活
動
、
人
と
の
よ
い 

関
係
作
り
、
家
族
へ
の
思
い
や
り
、
将
来
に
む
け
て
、 

読
書
や
遊
び
の
中
か
ら
、
な
ど
な
ど
。
思
い
起
こ
し
て 

み
ま
し
ょ
う
。
八
月
二
十
五
日
か
ら
、
何
一
つ
変
わ
ら 

な
か
っ
た
人
な
ど
こ
こ
に
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
失
敗 

し
た
り
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ 

た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
小
さ
な
挑
戦
を
続
け
て
き
た 

皆
さ
ん
は
、
確
か
に
前
進
し
て
き
た
の
で
す
。
や
っ
て 

み
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
の
で
す
。
休
業
中
、
心
と
体 

を
ゆ
っ
く
り
休
め
、
来
る
べ
き
、
新
し
い
年
に
備
え
て 

く
だ
さ
い
。 

二
○
一
八
年
が
、
「
挑
戦
す
る
あ
な
た
」
に
と
っ
て
、 

特
別
な
一
年
に
な
る
よ
う
、
私
が
尊
敬
す
る
「
挑
戦 

し
続
け
る
人
」
か
ら
の
こ
と
ば
を
五
つ
送
り
式
辞
と 

し
ま
す
。 

 

一 

小
さ
い
こ
と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
と
ん
で
も 

 

な
い
と
こ
ろ
に
ゆ
く
、
た
だ
一
つ
の
道
だ
と
思
っ 

 

て
い
ま
す
（
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー 

イ
チ
ロ
ウ
） 

二 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
の
失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
、 

 

何
に
も
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
な
さ
い 

（
ホ
ン
ダ
自
動
車
創
業
者 

本
田 

宗
一
郎
） 

 

 

三 

努
力
し
て
も
報
わ
れ
な
い
奴
も
い
る
。
間
違
い 

な
く
い
る
。
た
だ
成
功
し
た
奴
は
必
ず
努
力
し
て 

い
る
（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー 

長
州 

力
） 

四 

人
を
信
じ
な
さ
い
、
し
か
し
、
そ
の
百
倍
も 

 

自
ら
を
信
じ
な
さ
い
（
漫
画
家 

手
塚 

治
虫
） 

五 

諦
め
な
い
ぞ
！
僕
は
諦
め
な
い
！
絶
対
に
！ 

（
み
ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
） 

 
 

寒
さ
が
益
々
厳
し
く
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

な
ど
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
。
け
が
な
ど
し
な
い 

よ
う
に
。
家
族
の
一
員
と
し
て
、
家
の
手
伝
い
を
し
ま 

し
ょ
う
。
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
、
今
年
一
年
の
無
事 

に
感
謝
し
、
新
し
い
一
年
が
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
願
い
、 

よ
い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

そ
れ
か
ら
、
冬
休
み
中
に
誕
生
日
が
や
っ
て
く
る 

一
年
生
三
名
、
二
年
生
五
名
、
三
年
生
二
名
、
先
生
方 

二
名
の
皆
さ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
日
は
会
え
ま
せ
ん
が
皆
さ
ん
の
新
た
な
一
年
を 

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
一
月
九
日
、
元
気
な
皆
さ
ん
に
会
え
る 

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
ま
す
。 

  
 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日 
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教育目標 

○確かな学力 

○豊かな心 

○健やかな体 

を持つ生徒の育成 

 
喜多方市立第三中学校 

学校だより 

第１０号 
 

平成 29 年 12 月 22 日（金） 
発行者 校長 澤崎 俊哉 



本日、名門三中生、一人ひとりが大きく成長し、元気に終業式を

むかえられることをとても嬉しく思います。 

挑戦するチャンスがたくさんあった二学期、百二十日間でした。

勉強や部活動、人とのよい関係作り、家族への思いやり、将来にむ

けて、読書や遊びの中から、などなど。思い起こしてみましょう。

八月二十五日から、何一つ変わらなかった人などここには一人もい

ません。失敗したり、うまくいかなかったりしたこともあったでし

ょう。しかし、小さな挑戦を続けてきた皆さんは、確かに前進して

きたのです。やってみることに価値があるのです。休業中、心と体

をゆっくり休め、来るべき新しい年に備えてください。 

二○一八年が、「挑戦するあなた」にとって、特別な一年になるよ 

う、私が尊敬する「挑戦し続ける人」からのことばを五つ送り式辞

とします。 

一 小さいことを積み重ねることがとんでもないところにゆく、た

だ一つの道だと思っています（メジャーリーガー イチロウ） 

二 チャレンジしての失敗を恐れるより、何にもしないことを恐れ

なさい       （ホンダ自動車創業者 本田 宗一郎） 

三 努力しても報われない奴もいる。間違いなくいる。ただ成功し

た奴は必ず努力している    （プロレスラー 長州 力） 

四 人を信じなさい、しかし、その百倍も自らを信じなさい 

（漫画家 手塚 治虫） 

五 諦めないぞ！ 僕は諦めない！ 絶対に！   

（みんなのヒーロー アンパンマン） 



 寒さが益々厳しくなります。インフルエンザなど病気にかからな

いように。けがなどしないように。家族の一員として、家の手伝い

をしましょう。ご家族といっしょに、今年一年の無事に感謝し、新

しい一年が幸多からんことを願い、よい年を迎えてください。 

 それから、冬休み中に誕生日がやってくる一年生 三名、二年生 

五名、三年生 二名、先生方 二名の皆さん、お誕生日おめでとう

ございます。当日は会えませんが皆さんの新たな一年を心よりお喜

び申し上げます。おめでとうございます。 

それでは、一月九日、元気な皆さんに会えることを楽しみにして

いてます。 

  平成二十九年十二月二十二日 

        喜多方市立第三中学校長 澤崎 俊哉 

 

 


